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TR-mag.Navigation 東京を遊ぶ
世田谷区を楽しもう！

東京ふれあいロード・プログラム

歌手 坂本冬美さん
さんぽのじかん

http://www.tmpc.or.jp
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Takaaki  Enoki 

降り注ぐ初夏の日差しを受けて、
その日、日本橋はきらきらと輝い
ていた。静かな水面に踊る光を
追いかけながら、夢中で絵筆を
走らせた。

鹿児島県出身。武蔵野美術大学に学び、
劇団四季を経て、NHK朝の連続テレビ小説
『ロマンス』主演でテレビデビュー。映画・テレ
ビ・舞台で俳優として活躍する一方、アジアを
中心に世界各地の絵を描き続ける。詩画集
『光 KOU』・『風 FUU』・『空 KUU』、『東京
讃歌』など著書多数。全国各地で個展を開催。
公式HP http://www.officetaka.co.jp

TR／ティーアールは、東京都道路整備保全公社の事業を表すブランドネームです。
この冊子は、東京都道路整備保全公社の駐車場事業収益等をもとに制作しています。

表紙・榎木孝明の世界

（「初夏の日差し」スケッチ場所：東京・日本橋）

2 東京Michi百景
成城学園前駅北側のサクラ並木

3 TR-mag.Navigation 東京を遊ぶ
Scene23 世田谷区を楽しもう！

6 EVとハイブリッド車によるカーシェアリングを
実施しています！

7 エッセイ さんぽのじかん
寄り道を楽しんできた“歌のさんぽ” －－－－－－－ 坂本冬美さん

9 TR-mag.Topics
公社主催の見学ツアーを実施！

11 道物語・「東京・まち・今昔」⑥
変わりゆく三軒茶屋周辺

13 池波正太郎の舌鼓　第4回　重金敦之
前川の「蒲焼き」

15 TR-mag.Focus
東京ふれあいロード・プログラム
参加団体訪問-23／湯島花いっぱいの会（文京区）
TR-mag.focus Again！／グリーンロードシックス（港区）

17 Information & News
公社駐車場がオープン！
「オートバイ駐車場に関するアンケート」結果報告
東京都道路整備保全公社は、「公益財団法人」になりました！ほか

19 TR東京都道路整備保全公社の事業の仕組み

21 クロスワードパズル⑱
クロスワードパズルでリフレッシュ！

22 Random Review

C o n t e n t s
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明治の末ごろまでは北多摩郡砧村大字喜多見と呼ばれていたが、大正14年（1925）
に成城学校（現、成城中・高等学校）からこの地に分離独立してきた成城学園が名前
の由来となった。柳田国男、野上弥生子、大江健三郎、大岡昇平、川上宗薫、中河
与一、水上勉、横溝正史らが移住し、文士村の様相を呈していたが、近年は都内屈指
の高級住宅地として、芸能人をはじめ著名人が数多く住む。九丁目まであるが、駅
周辺、特に北口の成城五丁目・成城六丁目と南口の成城二丁目・成城三丁目あたりは
高級住宅街が広がっている。

成城学園のお屋敷街は
多くの文化人に愛されるサクラの名所

田園調布と並び東京屈指のお屋敷街として有名な成城学園。

『成城学園』の学園都市として誕生したこの街の凛とした佇まいは、

ここに暮らし街づくりにも深く関わった柳田国男をはじめ、

多くの文化人に愛されてきました。

プラタナス並木やイチョウ並木とともに『せたがや百景』に選ばれている

美しいサクラ並木は地元の人たちにサクラの名所として親しまれています。

閑静な街並みを華やかに包み込むサクラは、

ここを訪れる多くの人を別世界に誘ってくれます。
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WalkIn
世田谷区を楽しもう！

高級住宅街、若者文化発信地、緑豊かな等々力渓谷……、様々な顔を持つ世田
谷区。今回は世田谷区広報広聴課の盛川美沙子さんと碓井健之さんに、二子玉
川エリアの魅力あふれるスポットを案内していただきました。パーク＆ライドや駐車
場を上手に活用して、のんびりと街の散策を楽しみましょう！

※取材協力／
世田谷区広報広聴課

国
分
寺
崖
線
が
世
田
谷
自
慢
の

風
景
を
つ
く
り
出
し
て
い
ま
す

世
田
谷
の
歴
史
は
古
く
、
徳
川
家
康
が
関
東
に

入
国
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
村
が
そ
の
直
轄
領
と

な
り
、
新
田
畑
の
開
発
が
進
み
飛
躍
的
に
生
産
力

が
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
し
た
。
昭
和
7
年（
1
9
3

2
）に
、
世
田
谷
町
・
駒
沢
町
・
玉
川
村
・
松
沢
村
の

2
町
2
村
を
統
合
し
て
世
田
谷
区
が
誕
生
し
、
昭

和
11
年（
1
9
3
6
）に
千
歳
村
と
砧き

ぬ
た

村
が
編
入
さ

れ
、
現
在
の
世
田
谷
エ
リ
ア
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
今
、
二
子
玉
川
エ
リ
ア
は
、
通
称「
ニ
コ

タ
マ
」と
呼
ば
れ
人
気
の
街
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

実
は
こ
の
二
子
玉
川
エ
リ
ア
は
国
分
寺
崖
線
と

呼
ば
れ
る
立
川
市
か
ら
国
立
市
、国
分
寺
市
、府
中

市
、小
金
井
市
、三
鷹
市
、調
布
市
、狛
江
市
、世
田

谷
区
を
通
っ
て
大
田
区
ま
で
続
く
、延
長
約
30
㎞
に

お
よ
ぶ
、高
さ
10
〜
20
ｍ
ほ
ど
の
崖
の
連
な
り
で
す
。

国
分
寺
崖
線
は
、
多
摩
川
が
10
万
年
以
上
か
け

て
武
蔵
野
台
地
を
削
り
取
っ
て
で
き
た
も
の
で
す
。

「
国
分
寺
」と
い
う
名
前
か
ら
、中
央
線
沿
線
エ
リ

ア
だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、こ
の
国
分
寺
崖
線

は
、
世
田
谷
区
内
の
南
西
部
に
野
川
と
多
摩
川
に

沿
っ
て
約
8
㎞
続
き
、
世
田
谷
区
の「
み
ど
り
の
生

命
線
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

二
子
玉
川
エ
リ
ア
の
散
策
は

東
京
23
区
で
唯
一
の
天
然
渓
谷

等
々
力
渓
谷
か
ら
ス
タ
ー
ト

東
急
大
井
町
線
の
等
々
力
駅
か
ら
南
に
少
し
行

く
と
大
き
な
ケ
ヤ
キ
の
木
と
お
豆
腐
屋
さ
ん
が
あ

り
ま
す
。そ
の
間
の
道
を
右
折
す
る
と
右
手
が
も

う
等
々
力
渓
谷
公
園
の
入
り
口
で
す
。武
蔵
野
の

豊
か
な
自
然
が
色
濃
く
残
る
等
々
力
渓
谷
は
、国

分
寺
崖
線
の
南
に
位
置
す
る
全
長
約
1
㎞
に
お
よ

セ
ン
タ
ー
、オ
ー
ク
モ
ー
ル
、
バ
ー
ズ
モ
ー
ル
、
プ
ラ
ザ

モ
ー
ル
、
駅
西
側
に
隣
接
す
る
ド
ッ
グ
ウ
ッ
ド
プ
ラ

ザ
が
次
々
と
オ
ー
プ
ン
。
二
子
玉
川
の
新
た
な
ペ
ー

ジ
が
開
か
れ
ま
し
た
。
多
摩
川
を
モ
チ
ー
フ
と
し

た
川
の
流
れ
や
小
石
、
茂
る
ア
シ
な
ど
が
表
現
さ

れ
、
二
子
玉
川
ら
し
さ
が
演
出
さ
れ
る
駅
東
地
区

か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

ニ
コ
タ
マ
の
新
し
い
顔

「
二
子
玉
川
ラ
イ
ズ
」が
誕
生
!!

等
々
力
渓
谷
を
後
に
東
急
大
井
町
線
で
二
子
玉

川
へ
。
多
摩
川
の
流
れ
と
都
会
的
な
街
並
が
広
が

る
二
子
玉
川
は
、
明
治
40
年（
1
9
0
7
）に
渋
谷

と
こ
の
エ
リ
ア
を
結
ぶ
路
面
電
車
の
玉
川
電
気
鉄

道
の
開
業
を
機
に
行
楽
地
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
き

ま
し
た
。
そ
の
間
に
駅
名
は
二
子
読
売
園
、
二
子

玉
川
、
二
子
玉
川
園
、
二
子
玉
川
と
変
遷
を
繰
り

返
し
て
き
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、二
子
玉
川
と
い
う

地
名
は
な
く
、
神
奈
川
側
の
二
子
村
と
、
東
京
側

の
玉
川
村
の
名
前
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
も
の
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
二
子
玉
川
で
今
、
注
目
さ
れ
て
い

る
の
が
昭
和
57
年（
1
9
8
2
）か
ら
進
め
ら
れ
て

き
た
駅
東
地
区
の
再
開
発
で
、
二
子
玉
川
の
新
し

い
顔
と
し
て
誕
生
し
た「
二
子
玉
川
ラ
イ
ズ
」。
平

成
23
年
3
月
に
、二
子
玉
川
ラ
イ
ズ・シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

ぶ
都
内
唯
一
の
渓
谷
。階
段
を

下
り
る
と
ゴ
ル
フ
橋
と
呼
ば

れ
る
赤
い
橋
の
袂
に
出
ま
す
。

深
緑
の
樹
林
の
中
を
谷
沢
川

の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き
な
が
ら

歩
い
て
い
る
と
、こ
こ
が
都
内

だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
、静
謐
な
空

間
が
広
が
り
ま
す
。

多
く
の
植
物
や
生
物
が
見
ら
れ
る
自
然
の
宝

庫
・
等
々
力
渓
谷
は
、
季
節
ご
と
に
美
し
い
表
情
を

見
せ
て
く
れ
る
お
薦
め
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

玉川東陸閘の桜

玉川東陸閘からの
「二子玉川ライズ」

兵庫島公園　
多摩川の対岸は
川崎市

「二子玉川ライズ」

椎児大師堂

世田谷区が推進するコミュニティサイクルポート
「がやリン」は、桜上水南、経堂駅前、桜新町、等々
力の4ヵ所に設置されています。「がやリン」は貸
出・返却先が選べる仕組みになっているので、た
とえば、等々力で自転車を借りて桜新町のサザ
エさん通りや長谷川町子美術館などに行き、桜
新町で返却することができます。電動アシスト自
転車もあるので、アップダウンの多い世田谷もラ
クラク快走！「がやリン」でさわやかな風を感じ
ながら世田谷散策というのも良いのでは。

「がやリン」で世田谷散策を
もっと自由に楽しもう!!

玉
川
東
陸
閘
は
土
手
の
一
部
を

切
断
し
た
開
閉
自
在
の
防
御
壁
！

二
子
玉
川
ラ
イ
ズ
か
ら
多
摩
川
堤
通
り
を
わ
た

っ
た
正
面
に
、土
手
の
一
部
が
切
断
さ
れ
た
門
の

よ
う
な
道
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
が
玉
川

た
ま
が
わ

東ひ
が
し

陸
閘

り
く
こ
う

。

以
前
、
東
地
区
に
は
料
亭
が
多
く
、
多
摩
川
沿
い

に
堤
防
を
築
く
時
に
、
料
亭
か
ら
多
摩
川
の
景
色

が
見
え
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
上
が

り
、
料
亭
街
を
除
い
て
堤
防
を
築
き
、
洪
水
の
時

に
は
料
亭
街
の
人
た
ち
は
こ
の
道
を
通
り
、そ
の

後
に
防
御
壁
で
閉
じ
る
よ
う
に
し
た
そ
う
で
す
。

土
手
道
は
約
5
0
0
ｍ
の
桜
並
木
が
続
く
散
策
路

に
な
っ
て
い
る
お
花
見
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
有
名
で
す
。

玉
川
東
陸
閘
を
抜
け
る
と
目
の
前
が
多
摩
川
で

す
。
右
に
曲
が
っ
た
左
手
の
玉
川
福
祉
作
業
所
前

に
、
二
子
の
渡
し
跡
の
碑
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
辺

り
に
は
か
つ
て
の
大
山
道
の
渡
し
が
あ
り
ま
し
た
。

二
子
の
渡
し
は
、大
正
14
年（
1
9
2
5
）に
二
子

橋
が
完
成
す
る
ま
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

東
急
田
園
都
市
線
を
く
ぐ
っ
た
左
手
の
兵
庫
島

公
園
は
、
野
川
と
多
摩
川
の
合
流
点
に
あ
る
水
と

緑
に
親
し
め
る
公
園
で
す
。
昔
、
新
田
義
貞
の
子
、

義
興
が
上
野
国
か
ら
鎌
倉
へ
向
か
う
途
中
、
敵
に

騙
さ
れ
て
最
期
を
遂
げ
、そ
の
家
臣
、
由
良
兵
庫

助
の
首
が
流
れ
着
い
た
と
い
う
言
い
伝
え
か
ら
、

兵
庫
島
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

兵
庫
島
公
園
か
ら
厚
木
街
道
を
目
指
す
途
中
、

ち
ょ
う
ど
玉
川
高
島
屋
S・C
の
裏
手
に
京
都
の
町

家
を
再
現
し
た「
柳
小
路
」と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
街

並
が
あ
り
ま
す
。
ち
ょっ
と
寄
り
道
す
る
の
も
良
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

厚
木
街
道
を
渡
っ
た
小
道
を
多
摩
川
堤
通
り
に

向
か
い
、
二
子
玉
川
小
学
校
の
信
号
を
渡
る
と
和

菓
子
屋
や
豆
腐
店
な
ど
が
建
ち
並
ぶ
昔
な
が
ら
の

二
子
玉
川
商
店
街
が
、今
も
健
在
で
す
。

二
子
玉
川
商
店
街
や
駅
西
側
の
多
摩
川
河
川
敷

は
、
ド
ラ
マ「
R
O
O
K
I
E
S
」の「
二
子
玉
川
学

園（
通
称
ニ
コ
ガ
ク
）」の
ロ
ケ
に
使
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

自動車を駅周辺の駐車場に停めて
(Park)、電車やバスに乗り換える
(Ride)。渋滞緩和の方策の一つで、
TR東京都道路整備保全公社も渋滞
緩和や環境改善を図るためにパー
ク＆ライドを推進しています。

パーク＆ライド

二子の渡し跡の碑

二子玉川商店街

西地区の賑わいと玉川高島屋

旧
大
山
道
の
慈
眼
寺
ル
ー
ト
で

神
社
仏
閣
巡
り
を
し
て
み
よ
う
!

二
子
玉
川
商
店
街
を
ま
っ
す
ぐ
に
進
む
と
次じ

大だ

夫
堀

ゆ
う
ぼ
り

に
出
ま
す
。
こ
こ
は
徳
川
家
康
が
六
郷
地
方

の
米
の
増
収
の
た
め
に
、
代
官
・小
泉
次
太
夫
に
命

じ
て
切
り
開
い
た
潅
概
用
水
で
、
世
田
谷
の
人
た

ち
は
そ
の
名
を
と
っ
て
次
大
夫
堀
と
呼
ん
で
い
ま

し
た
。
ち
な
み
に
橋
は
治
大
夫
橋
で
す
。

次
大
夫
堀
か
ら
の
急
な
坂
道
は
旧
大
山
道
の
慈

眼
寺
ル
ー
ト
。
坂
の
中
腹
の
左
手
に
あ
る
急
な
石

段
を
上
る
と
瀬
田
玉
川
神
社
の
社
殿
で
す
。
古
墳

の
上
に
建
て
ら
れ
た
こ
の
神
社
は
、か
つ
て
瀬
田
城
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二
子
玉
川
エ
リ
ア
の
散
策
で
一
番
の
驚
き
は
、
都
内
の
住
宅

地
に
、
こ
ん
な
に
も
多
く
の
自
然
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
。
そ
し
て
楽
し
み
な
の
は
、二
子
玉
川
の
新
し
い
顔
と
し

て
誕
生
し
た「
二
子
玉
川
ラ
イ
ズ
」の
こ
れ
か
ら
で
す
。
世
田

谷
区
に
は
、ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の
見
所
が
あ
り
ま
す
。
気

分
に
合
わ
せ
て
散
策
コ
ー
ス
を
決
め
、
街
歩
き
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。

※掲載データは2011年4月20日現在のものです。

主
で
あ
っ
た
長
崎
家
に
よ
っ
て
社
殿
が
造
営
さ
れ
ま

し
た
。

瀬
田
玉
川
神
社
の
境
内
を
出
る
と
す
ぐ
隣
が
慈

眼
寺
で
す
。こ
の
寺
は
鎌
倉
時
代
の
末
に
、法
印

定
音

じ
ょ
う
お
ん

が
小
さ
な
堂
を
建
立
し
、天
文
2
年（
1
5
3

3
）に
長
崎
家
に
よ
り
国
分
寺
崖
線
の
上
の
現
在

地
に
移
さ
れ
、大
日
如
来
を
本
尊
と
し
て
安
置
し

て
慈
眼
寺
と
称
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。弘
法

大
師
有
縁
の
古
刹
を
巡
る
玉
川
八
十
八
カ
所
霊
場

巡
拝
の
第
三
十
七
番
霊
場
札
所
で
も
あ
り
ま
す
。

慈
眼
寺
の
山
門
前
の
坂
道
を
下
り
、
旧
大
山
道

を
渡
っ
た
右
手
の
瀬
田
教
会
の
正
門
の
左
側
に

将
監
山

し
ょ
う
げ
ん
や
ま

遺
跡
の
石
柱
が
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ

は
昭
和
49
年（
1
9
7
4
）に
縄
文
式
土
器
が
発
掘

さ
れ
、
昭
和
57
年（
1
9
8
2
）に
は
先
土
器
時
代

の
ナ
イ
フ
形
石
器
や
縄
文・
古
墳
時
代
の
土
器
等
が

出
土
し
ま
し
た
。

こ
の
界
隈
に
は
こ
の
他
に
も
多
く
の
神
社
仏
閣

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
、
由
緒
を
尋
ね

て
み
る
の
も
面
白
い
の
で
は
。

慈眼寺の山門前の坂道を下り将監山遺跡へ

玉川八十八カ所霊場巡拝
の第三十七番霊場札所で
ある慈眼寺

瀬田玉川神社

慈眼寺の六地蔵

次大夫堀

岡本公園民家園／世田谷区岡本2-19-1 
開園時間：9時30分～16時30分
入園無料
休園日：月曜、年末年始
（元旦は開園）
問合せ：03-3709-6959
2011年6月末までは
茅葺き替えと
耐震改修工事中です。

丸子川親水公園

岡本八幡神社の急な石階段

岡本八幡神社

静嘉堂文庫美術館／
世田谷区岡本2-23-1 
開館時間：10時～16時30分
（入館は14時まで）
休館日：毎週月曜(祝日の場合
は開館し翌火曜日休館)12月
～2月、7月下旬～9月は、展
覧会以外は休館。
入館料：一般800円、

大高生500円、
中学生以下無料（一般・大高生は20名以上団体割引あり）

問合せ：03-3700-0007
※静嘉堂文庫は、原則として内部は非公開となっています。

6/12まで「日本陶磁名品展」開催中

将監山遺跡
の石柱

昭和61年（1986）に開館した世田谷美術館は、四季折々の変
化が美しい緑豊かな砧公園の一角にあります。この恵まれた
自然環境を生かした美術館は、訪れる人たちをリラックスさ
せる空間となっています。様々な展覧会やイベントなどを企
画し、誰もが芸術に触れられる機会を提供しています。ライ
ブラリーやレストラン、ミュージアムショップなどで、一日ゆっく
りと楽しむことができる美術館です。

砧公園の中にある世田谷美術館で、
一日をゆっくりと楽しみましょう

世田谷美術館／世田谷区砧公園1-2
開館時間：10時～18時（入館は17時30分まで）
休館日：月曜日（祝日の時はその翌日）、年末年始（12月29日～1月3
日）ただし、展示替の期間中は、企画展・ミュージアム コレクション展
示室の両方を閉める場合があります。
入館料：一般200円、

大高生150円、
小中生100円、
65歳以上100円

（小・中学生は土曜、日
曜、休日、及び夏休み期
間は無料。団体割引は
20名以上）
問合せ：03-3415-6011

楽しいイベントが目白押しの世田谷区へGO！

5月
5日／ミニSL子どもの日無料開放

世田谷公園（池尻1-5-27）内を走るミニSLに無料で乗れます

21日・22日／せたがやガーデニングフェア2011
馬事公苑前けやき広場（上用賀2-3）

7月
６～10日／下北沢音楽祭
下北沢のまちが、音楽で満たされる日

8月
６日・７日／第34回ふるさと区民まつり
毎年、40万人以上が訪れる世田谷区の夏の恒例のイベント

10月
15日・16日／世田谷アートタウン2011「三茶 de 大道芸」
三軒茶屋のまち全体を会場とし、世界トップレベルの大道芸が
行われるイベント

12月・1月
15日・16日／世田谷のボロ市
430年以上続く庶民の年中行事で、毎年12月と1月の15･16日の
年2回開催され、東京都の無形民俗文化財にも指定されている。

●イベントに関するお問い合せは
世田谷区政策経営部広報広聴課
03-5432-2010

■主な世田谷区のイベント

二
子
玉
川
エ
リ
ア
散
策
の

締
め
く
く
り
は
静
嘉
堂
文
庫
で
す

岡
本
八
幡
神
社
の
裏
手
か
ら
静
嘉
堂
文
庫
へ
と

続
く
抜
け
道
が
あ
り
ま
す
。
水
と
緑
に
恵
ま
れ
た

岡
本
静
嘉
堂
緑
地
、も
と
は
三
菱
の
岩
崎
家
が
所

有
す
る
広
大
な
庭
園
で
す
。
敷
地
内
に
は
静
嘉
堂

文
庫
と
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
が
あ
り
ま
す
。

静
嘉
堂
は
、
岩
崎
彌
之
助
と
小
彌
太
の
父
子
2

代
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
国
宝
7
点
、
重
要
文
化
財

83
点
を
含
む
、お
よ
そ
20
万
冊
の
古
典
籍（
漢
籍

12
万
冊
・
和
書
8
万
冊
）と
6，
5
0
0
点
の
東
洋

古
美
術
品
を
収
蔵
し
て
い
ま
す
。
静
嘉
堂
の
名
称

は
中
国
の
古
典『
詩
経
』の
句
か
ら
採
っ
た
彌
之
助

の
堂
号
だ
そ
う
で
す
。

静
嘉
堂
創
設
百
周
年
に
際
し
て
建
設
さ
れ
た
静

嘉
堂
文
庫
美
術
館
は
、
平
成
4
年
（
1
9
9
2
）に

開
館
し
ま
し
た
。
世
界
に
3
点
し
か
現
存
し
て
い

な
い
中
国
・
南
宋
時
代
の
国
宝「
曜
変
天
目
茶
碗

（
稲
葉
天
目
）」を
は
じ
め
と
す
る
所
蔵
品
を
、
年

間
4
〜
5
回
の
展
覧
会
で
テ
ー
マ
別
に
公
開
し
て
い

ま
す
。

武
蔵
野
の
面
影
を
色
濃
く
残
し
た
庭
園
は
、
四

季
折
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
樹
木
や
花
々
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
展
覧
会
を
鑑
賞
し
た
あ
と
は
、

ゆ
っ
く
り
と
武
蔵
野
の
散
策
を
楽
し
ん
で
み
る
の

も
良
い
も
の
で
す
。

武
蔵
野
の
面
影
を
色
濃
く
残
す

「
き
し
べ
の
路
」に
は
、ゆ
っ
た
り
と
し
た

時
間
が
流
れ
て
い
ま
す

旧
大
山
道
を
再
び
次
大
夫
堀
に
戻
り
、
右
手
の

丸
子
川
沿
い
を
岡
本
公
園
民
家
園
に
向
か
う
と
、

か
つ
て
の
筏
道
で
、こ
の
道
は
丸
子
川
親
水
公
園
と

し
て
整
備
さ
れ
、
世
田
谷
の
自
然
を
の
ん
び
り
と

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
右
側
に
緑
豊
か
な
岡

本
静
嘉
堂
緑
地
が
広
が
る
こ
の
散
策
路
は「
き
し

べの
路
」と
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
隣
が
岡
本
公
園
民
家
園
で
す
。
茅
葺
き
の

民
家
と
白
壁
の
土
蔵
は
、
瀬
田
に
残
さ
れ
て
い
た

江
戸
時
代
中
期
に
建
て
ら
れ
た
と
い
う
古
民
家
を

移
築
復
元
し
た
も
の
で
す
。
茶
の
間
の
囲
炉
裏
で

お
茶
を
飲
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

岡
本
公
園
民
家
園
の
裏
口
か
ら
岡
本
八
幡
神
社

の
参
道
に
出
る
と
、
左
手
に
岡
本
八
幡
神
社
の
鳥

居
が
あ
り
、そ
の
先
に
エっ
？
と
思
わ
ず
声
が
出
て

し
ま
う
よ
う
な
急
な
石
階
段
が
境
内
へ
と
続
き
ま

す
。
国
分
寺
崖
線
に
建
つ
こ
の
神
社
の
石
段
は
ほ

ん
と
う
に
半
端
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
鎮
守
の
杜
に

囲
ま
れ
た
小
さ
な
社
殿
は
、
昔
の
物
語
に
出
て
く

る
よ
う
な
懐
か
し
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
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私
に
と
っ
て「
さ
ん
ぽ
と
は
心
の
ゆ
と
り
」。

不
器
用
な
性
格
の
私
は
、
仕
事
の
日
は
一
歩
、
家
の

外
に
出
る
と
完
全
に
仕
事
モ
ー
ド
。
他
の
こ
と
は
何

も
考
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。
移
動
の
車

で
も
、
常
に
歌
い
な
が
ら
予
習
・
復
習
し
て
い
る
の
で
、

の
ん
び
り
と
外
を
見
る
余
裕
も
あ
り
ま
せ
ん
。
東
京

に
い
る
時
は
休
日
も
仕
事
モ
ー
ド
が
抜
け
ず
、た
ま
に

買
い
物
に
出
か
け
て
も
、ゆ
っ
く
り
ウ
イ
ン
ド
ー
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
と
い
う
よ
り
は
、
目
的
地
に
一
目
散
に
行
っ
て
、

買
っ
た
ら
ま
た
次
の
目
的
地
に
、と
い
う
感
じ
…
…
。

仲
の
良
い
友
達
に
は「
ま
る
で
ラ
ン
ナ
ー
だ
ね
」と
言

わ
れ
た
り
し
て
い
ま
す（
笑
）。
ま
だ
〈
心
の
ゆ
と
り
〉

が
無
い
か
ら
景
色
や
道
に
咲
い
て
い
る
草
花
を
め
で
る

余
裕
が
な
い
の
か
な
〜
。

そ
ん
な
私
の
数
少
な
い
さ
ん
ぽ
の
思
い
出
が
猪
俣

公
章
先
生
の
内
弟
子
時
代
の
日
課
だ
っ
た
柴
犬
の
リ

ュ
ウ
と
の
さ
ん
ぽ
。
こ
の
さ
ん
ぽ
が
私
の
1
日
の
ス
タ

ー
ト
で
、
洗
足
池
の
周
り
を
2
周
3
周
と
回
っ
て
い
ま

し
た
。
洗
足
池
は
桜
が
と
っ
て
も
綺
麗
で
、
私
が
上

京
し
た
頃
が
ち
ょ
う
ど
満
開
の
時
期
だ
っ
た
の
で「
東

京
は
ビ
ル
ば
っ
か
り
の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
け
ど
、こ
ん

な
に
緑
が
多
い
ん
だ
」
と
ホ
ッ
と
し
た
の
を
今
で
も

覚
え
て
い
ま
す
。

猪
俣
先
生
の
お
宅
か
ら
見
え
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

た
幻
想
的
な
洗
足
池
の
桜
は
大
好
き
で
し
た
。
で
も

先
生
は〈
花
よ
り
お
酒
〉で
し
た
け
ど
ね（
笑
）。
東
京

の
完
璧
に
整
え
ら
れ
た
華
や
か
な
桜
も
素
晴
ら
し
い

で
す
が
、
私
の
故
郷
・
和
歌
山
の
山
桜
も
決
し
て
負
け

て
い
な
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
あ
の
力
強
い
姿
は
私

に
い
つ
も
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

の
ん
び
り
と
景
色
を
楽
し
み
、
寄
り
道
を
し
な
が

ら
歩
く
と
い
う
さ
ん
ぽ
は
あ
ま
り
し
て
い
な
い
の
で
す

が
、〈
歌
の
さ
ん
ぽ
〉で
は
寄
り
道
を
た
く
さ
ん
し
て
楽

し
ん
で
き
ま
し
た
。
子
供
の
頃
か
ら
歌
、
特
に
演
歌

が
大
好
き
で
、
師
匠
の
猪
俣
先
生
の
作
品
を
歌
っ
て
来

ま
し
た
。
で
も
デ
ビ
ュ
ー
2
年
目
に〈
ロ
ッ
ク
の
キ
ン
グ
〉

で
あ
る
忌
野
清
志
郎
さ
ん
に
出
会
っ
て
、
清
志
郎
さ
ん

の
ア
ル
バ
ム
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
右
も
左

も
分
か
ら
な
か
っ
た
私
が「
ロ
ッ
ク
っ
て
ど
う
や
っ
て
歌

っ
た
ら
い
い
ん
で
す
か
？
」と
清
志
郎
さ
ん
に
訊
ね
る

と
、「
コ
ブ
シ
を
効
か
せ
た
演
歌
の
ま
ま
の
冬
美
ち
ゃ

ん
で
い
い
よ
」と
の
一
言
に
、少
し
だ
け
肩
の
力
が
抜
け

て
、い
つ
も
の
よ
う
に
気
持
ち
を
込
め
て
思
い
っ
き
り

歌
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。「
ロ
ッ
ク
と
い
う
世
界
に

足
を
踏
み
入
れ
て
も
、
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ

る
演
歌
の
ス
タ
イ
ル
で
行
け
ば
い
い
ん
だ
」と
い
う
こ
と

に
気
づ
き
、
凄
く
自
信
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、『
夜
桜
お
七
』と
い
う
演
歌
の
世
界
で
は

斬
新
な
歌
に
も
出
会
い
ま
し
た
。
宇
崎
竜
童
さ
ん
と

は
演
歌
と
レ
ゲ
エ
の
コ
ラ
ボ
で
あ
る『
蛍
の
提
灯
』、
中

村
あ
ゆ
み
さ
ん
が
作
詞
作
曲
し
た
ロ
ッ
ク
な
感
じ
な

の
に
和
楽
器
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
い
る『
ア
ジ
ア
の
海

賊
』や『
ま
た
君
に
恋
し
て
る
』な
ど
、
気
が
付
い
た
ら

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
方
々
と
も
様
々
な
コ
ラ
ボ
を
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
験
は
、
私
が
演
歌
を

歌
っ
て
い
く
上
で
か
け
が
え
の
な
い
財
産
に
な
っ
て
い
ま

す
。
演
歌
が
大
好
き
で
、
演
歌
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
私
に

と
っ
て
こ
れ
が
最
高
の
さ
ん
ぽ
な
ん
だ
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

実
は
近
い
将
来
に
和
歌
山
に
拠
点
を
置
い
て
、
和

歌
山
か
ら
仕
事
に
通
い
た
い
と
秘
か
に
計
画
し
て
い
ま

す
!!
仕
事
の
な
い
時
は
、
野
菜
を
育
て
た
り
近
所
の

人
に
魚
を
も
ら
っ
て
自
給
自
足
の
生
活
で
、
ジ
ャ
ー
ジ

に
す
っ
ぴ
ん
で
、
思
う
ま
ま
に
歩
き
た
い
ん
で
す
。
私

の
子
供
の
頃
の
母
み
た
い
に
、
歩
き
な
が
ら
ツ
ク
シ
や

フ
キ
ノ
ト
ウ
を
摘
ん
で
、そ
れ
を
美
味
し
く
料
理
し
て

食
べ
る
。
考
え
た
だ
け
で
ウ
キ
ウ
キ
し
て
き
ま
す
。
そ

う
な
っ
た
ら
も
ち
ろ
ん
犬
も
飼
い
た
い
で
す
ね
。
猪
俣

先
生
の
真
似
を
し
て
柴
犬
に
し
よ
う
か
な（
笑
）。

私
に
は
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
は
っ
き
り
と
見
え
て
い
ま

す
。
で
も
、
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
25
年
間
ず
っ
と
仕
事
モ
ー

ド
で
走
っ
て
き
て
、
喜
び
・
悲
し
み
・
悔
し
さ
・
楽
し
さ

の
全
て
を
教
え
て
く
れ
た
歌
を
辞
め
る
こ
と
は
絶
対

に
で
き
ま
せ
ん
。
コ
ン
サ
ー
ト
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
お

客
様
か
ら「
楽
し
か
っ
た
よ
」「
ま
た
明
日
か
ら
頑
張

る
元
気
を
も
ら
っ
た
よ
」と
声
を
か
け
て
も
ら
う
の
は

私
に
と
っ
て
何
よ
り
の
幸
せ
で
あ
り
、
1
番
の
カ
ン
フ

ル
剤
な
の
で
す
。
で
も
、こ
れ
か
ら
は
ち
ょ
っ
と
だ
け

走
る
ス
ピ
ー
ド
を
緩
め
て
、ゆ
っ
く
り
と
寄
り
道
を
し

歌手 坂本冬美　さかもと・ふゆみ
1967年和歌山県生まれ。中学、高校時代ソフトボール部に所属。
キャッチャーとして活躍すると同時に、チームのキャプテンとして仲
間からの信望を集める。卒業後、出身地である和歌山の名産
「紀州の梅干し」の会社に入社。塩分等を調べる検査員のアシス
タントとなるが、1986年度のNHK「勝ち抜き歌謡天国」（和歌山
大会）名人、同年「関西演歌大賞カラオケコンクール」に優勝し、
「勝ち抜き歌謡天国」の歌唱指導を担当していた故・猪俣公章氏
のすすめで上京。1986年4月から11月までの8カ月間、内弟子と
してレッスンを受けるかたわら、先生の運転手、料理、生活面で
もいろいろな経験を積む。1987年に『あばれ太鼓』でデビュー。
1991年に細野晴臣、忌野清志郎と「HIS」を結成するなど、ロック
ミュージシャンとの親交も深い。2002年に1年間芸能活動を休止
したが、翌年4月に復帰。2009年1月に『アジアの海賊』のカップ
リングで発売した『また君に恋してる』が、ダウンロード数250万超、
CD売上40万枚の大ヒットとなる。年末の第60回紅白歌合戦出場、
第51回「輝く！日本レコード大賞」優秀作品賞受賞。現在も日本を
代表する演歌歌手として、幅広い年代から熱い支持を受け続け
ている。2011年5月17日に３年ぶりの純演歌 「桜の如く」を
リリース予定。

な
が
ら
の
さ
ん
ぽ
を
楽
し
め
る
よ
う
な〈
心
の
ゆ
と

り
〉を
持
っ
て
歌
と
一
緒
に
過
ご
し
て
い
け
た
ら
い
い

な
、と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
生
活
は
ち
ょ
っ
と
贅
沢
す

ぎ
で
す
か
ね
!?
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キャロットタワーは、渋谷以西の246通りのランドマークタワー的存在 大山道標

キャロットタワーの26階にある展望フロアから見た世田谷線

三軒茶屋交差点より渋谷方向（1958年）写真提供／世田谷区 三軒茶屋交差点より世田谷通り方向（1958年）写真提供／世田谷区三軒茶屋　玉川通り（1958年）写真提供／世田谷区

レトロな雰囲気の三軒茶屋中央劇場

三軒茶屋のレンタサイクルポート三軒茶屋駅前（1975年）写真提供／世田谷区三軒茶屋駅前（1985年）写真提供／世田谷区

三軒茶屋駅前（1992年）写真提供／世田谷区

三軒茶屋跡の案内板

三
茶（
サ
ン
チ
ャ
）の
愛
称
で
親
し
ま
れ
る「
三
軒
茶
屋
」は
、
常
に
住
み
た

い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
に
あ
り
、
世
田
谷
区
の
中
で
も
1
・
2
の
人
気

エ
リ
ア
で
す
。
三
軒
茶
屋
に
は
江
戸
時
代
、
今
の
世
田
谷
通
り
と
玉
川
通
り

（
国
道
2
4
6
）の
交
差
す
る
あ
た
り
に
、
信
楽（
後
の
石
橋
屋
）、角
屋
、
田
中

屋
と
い
う
三
軒
の
茶
屋
が
あ
り
、
文
字
通
り
三
軒
の
茶
屋
か
ら
始
ま
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
中
頃
か
ら
盛
ん
に
な
っ
た
丹
沢
の
大
山

お
お
や
ま

阿
夫
利

あ

ふ

り

神
社

じ
ん
じ
ゃ

参
拝
へ
の
大
山
道
の
分
か
れ
道
に
あ
た
っ
て
お
り
、い
つ
し
か
人
々
か
ら
三

軒
茶
屋
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
ら
の
茶
屋
に
は
2
階
に

座
敷
が
あ
り
、
江
戸
に
向
か
う
坂
本
龍
馬
が
密
か
に
泊
ま
っ
た
と
い
う
言
い
伝

え
も
あ
り
ま
す
。

明
治
40
年（
1
9
0
7
）、
玉
電（
玉
川
電
気
鉄
道
）が
最
初
に
開
通
し
た
の

は
道
元
上
坂
〜
三
軒
茶
屋
間
で
し
た
。
こ
れ
が
世
田
谷
に
初
め
て
鉄
道
が
開

通
し
た
時
で
す
。
江
戸
時
代
、
大
山
道
の
分
岐
点
と
し
て
賑
わ
っ
た
交
通
の
要

衝
・
三
軒
茶
屋
は
、こ
う
し
て
新
し
い
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。
三
軒
の
茶
屋
は

玉
電
の
開
通
後
も
し
ば
ら
く
は
健
在
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
時
代
と
と
も
に
な

く
な
り
ま
し
た
。

三
軒
の
茶
屋
か
ら
始
ま
っ
た
三
軒
茶
屋
に
、

坂
本
龍
馬
も
訪
れ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
!?

大
正
12
年（
1
9
2
3
）9
月
1
日
、
関
東
地
方
南
部
を
襲
っ
た
い
わ
ゆ
る

関
東
大
震
災
に
よ
り
、
死
者
・
行
方
不
明
者
10
万
5
0
0
0
人
余
り
、

家
屋
の
全
壊
10
万
9
0
0
0
戸
、
焼
失
21
万
2
0
0
0
戸
と
い
う
未
曾
有
の

大
災
害
が
起
こ
り
ま
し
た
。
こ
の
震
災
後
に
、
都
心
で
家
を
失
っ
た
人
た
ち
が

玉
電
の
通
る
交
通
の
便
の
良
い
三
軒
茶
屋
に
多
く
移
り
住
む
よ
う
に
な
り
、

商
店
街
も
急
速
に
発
展
し
、世
田
谷
の
繁
華
街
と
し
て
成
長
し
て
い
き
ま
し
た
。

昭
和
7
年（
1
9
3
4
）に
世
田
谷
区
が
誕
生
し
た
時
に
、そ
れ
ま
で
の
駒
沢
町

か
ら
独
立
し
て
三
軒
茶
屋
町
と
な
り
ま
し
た
。

玉
電
の
開
通
に
よ
り
急
速
に
宅
地
化
が
進
ん
だ
三
軒
茶
屋
界
隈
に
は
、
家

賃
の
安
い
貸
家
が
多
く
、
作
家
の
卵
た
ち
が
住
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
三
軒

茶
屋
、
太
子
堂
の
界
隈
に
は
、
平
林
た
い
子
、
壷
井
栄
、
佐
多
稲
子
、
林
芙
美
子

な
ど
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
林
芙
美
子
は
不
遇
な
時
代
を
太
子
堂
の
路
地
界

隈
に
あ
っ
た
二
軒
長
屋
で
過
ご
し
、
処
女
作『
放
浪
記
』に
、
太
子
堂
で
の
貧
し

く
て
も
笑
い
の
絶
え
な
い
仲
間
た
ち
と
の
日
々
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
20
年（
1
9
4
5
）3
月
10
日
、
東
京
大
空
襲
に
よ
っ
て
東
京
中
が
焼
け

野
原
と
化
し
た
時
、
軍
事
施
設
の
あ
っ
た
三
軒
茶
屋
周
辺
も
被
災
し
、
戦
前
か

ら
の
三
軒
茶
屋
の
繁
華
街
は
壊
滅
し
ま
し
た
。
戦
後
間
も
な
く
、
大
山
道
の

分
岐
点
の
三
角
形
の
土
地
に
闇
市
が
で
き
、
三
軒
茶
屋
近
く
の
砲
兵
連
隊
の

跡
地
に
は
仮
設
の
バ
ラ
ッ
ク
住
宅
が
建
て
ら
れ
、
満
州
大
陸
か
ら
引
き
揚
げ
た

人
々
が
住
み
は
じ
め
ま
し
た
。
そ
の
消
費
需
要
を
一
手
に
引
き
受
け
た
の
が
、

こ
の
三
角
地
の
闇
市
商
店
街
で
し
た
。
や
が
て
商
店
街
は
三
角
地
か
ら
三
軒
茶

屋
銀
座
通
り
、
世
田
谷
通
り
へ
と
伸
び
て
い
き
ま
し
た
。
商
店
街
の
近
く
に
は

住
宅
地
が
広
が
り
、
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
が
次
々
と
建
ち
始
め
ま
し
た
。
こ

う
し
て
三
軒
茶
屋
は
、
戦
前
よ
り
遥
か
に
大
き
く
、
活
気
の
あ
る
街
へ
と
成
長

し
て
い
き
ま
し
た
。

い
く
つ
も
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
た

三
軒
茶
屋
の
パ
ワ
ー
は
商
店
街
に
あ
り
ま
し
た

昭
和
39
年（
1
9
6
4
）年
、ア
ジ
ア
で
の
初
め
て
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
し
て
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
日
本
の
高

度
経
済
成
長
の
象
徴
で
あ
り
、
戦
後
の
日
本
が
再
び
国
際
社
会
に
復
帰
す
る
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け

て
日
本
中
が
動
き
始
め
、
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
場
が
整
備
さ
れ
、
三
軒
茶

屋
も
国
道
2
4
6
号
の
上
を
高
架
の
首
都
高
速
が
走
り
、
都
市
の
景
観
も
一

変
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
玉
電
の
名
で
親
し
ま
れ
て
き
た
玉
川
線
も
、
世
田
谷

線
区
間
を
残
し
て
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
三
軒
茶
屋
エ
リ
ア
は
関
東
大
震
災
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
バ
ブ
ル
経
済
時
代
を
大
き
な
転
換
点
と
し
て
変
貌
を
遂
げ

て
き
ま
し
た
。

作
家
・
村
上
春
樹
は『
1
Q
8
4
』の
中
で
、
主
人
公
の
青
豆
が
砧
か
ら
タ
ク

シ
ー
を
拾
い
用
賀
か
ら
首
都
高
に
乗
り
、
三
軒
茶
屋
あ
た
り
で
渋
滞
に
巻
き

込
ま
れ
て
タ
ク
シ
ー
を
降
り
、
高
速
道
路
の
非
常
階
段
か
ら
国
道
2
4
6
号
線

に
降
り
、
東
急
新
玉
川
線
の
三
軒
茶
屋
駅
に
向
か
う
と
い
う
描
写
で
三
軒
茶

屋
を
登
場
さ
せ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
時
代
は
流
れ
、
平
成
8
年（
1
9
9
6
）に
三
茶
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク・
キ

ャ
ロ
ッ
ト
タ
ワ
ー
が
三
軒
茶
屋
の
三
角
地
の
隣
に
完
成
し
ま
し
た
。
中
に
は
パ

ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
の
大
小
二
つ
の
劇
場
も
オ
ー
プ
ン
し
、
毎
年
秋
に
は
三
茶
de

大
道
芸
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
芸
術
や
文
化
を
創
造
す
る「
ア
ー
ト

タ
ウ
ン
」と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
軒
茶
屋
に
は
ほ
っ
と
す
る
小
路
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
三
軒
の
茶
屋
か

ら
始
ま
っ
た
街
は
、
昔
も
今
も
変
わ
ら
ず
、
訪
れ
る
人
た
ち
を
温
か
く
迎
え
て

く
れ
ま
す
。

ア
ー
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
注
目
さ
れ
る
三
軒
茶
屋
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1939年東京生まれ。慶応大学
卒業後、朝日新聞社入社。「週
刊朝日」編集部在籍時に池波正
太郎、松本清張、渡辺淳一など
多くの作家を担当した。大学教
授を経て、現在は文芸ジャーナ
リスト。食の分野にも造詣が深
く、料理に携わる人たちからの
信頼も厚い。著書に『すし屋の
常識・非常識』（朝日新書）、『作
家の食と酒と』（左右社）など。
最新作は『編集者の食と酒と』
（左右社）。

重金敦之 しげかね・あつゆき

前
川
の

「
蒲
焼
き
」

東
京
に
生
ま
れ
育
っ
た
人
は
よ
く
「
故
郷

ふ
る
さ
と

が

な
い
」
と
言
う
が
、
東
京
浅
草
生
ま
れ
の
池
波

正
太
郎
さ
ん
は
、「
私
の
故
郷
は
誰
が
な
ん
と
い

っ
て
も
浅
草
と
上
野
だ
」
と
胸
を
張
っ
て
い
た
。

あ
る
年
の
夏
、
駒
形
橋
の
上
で
大
川
（
隅
田
川
）

の
川
面
を
見
て
い
た
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
二

時
間
ほ
ど
が
過
ぎ
て
い
た
と
、
エ
ッ
セ
イ
に
書

い
て
い
る
。

駒
形
橋
西
詰
の
「
駒
形
堂
」
の
前
に
た
た
ず

む
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
辺
り
か
ら
浅
草
の
観

音
様
方
向
を
望
む
風
景
に
江
戸
が
最
も
残
っ
て

い
る
と
い
っ
て
、
お
気
に
入
り
の
ス
ポ
ッ
ト
だ

っ
た
。
小
説
の
構
想
に
耽ふ

け

り
、
江
戸
時
代
の
夢

の
中
に
遊
ん
で
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

池
波
さ
ん
は
子
供
の
こ
ろ
か
ら
餝か

ざ

り
職
人
だ

っ
た
母
方
の
祖
父
に
連
れ
ら
れ
、
し
ば
し
ば
駒

形
橋
の
た
も
と
に
あ
る
鰻
屋
「
前
川
」
を
訪
れ

た
。
酒
の
あ
ま
り
飲
め
な
い
祖
父
は
鰻
が
焼
け

る
ま
で
の
間
を
つ
な
ぐ
た
め
に
お
銚
子
を
注
文

し
、
池
波
少
年
が
相
伴
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

創
業
は
文
化
文
政
年
間
（
一
八
〇
四
〜
三
〇
）

で
、
二
〇
〇
年
の
歴
史
を
持
つ
。
川
魚
問
屋
の

か
た
わ
ら
鰻
料
理
の
料
亭
を
開
い
た
の
が
店
の

始
ま
り
だ
。
そ
の
昔
は
店
専
用
の
船
着
き
場
が

あ
り
、
川
か
ら
も
店
に
出
入
り
で
き
た
。「
前
が

川
」
と
い
う
こ
と
で
こ
の
店
名
が
付
け
ら
れ
た

の
だ
と
い
う
。
柳
橋
の
芸
者
衆
が
舟
で
や
っ
て

き
て
、
夜
に
な
る
と
新
内
流
し
の
舟
が
行
き
来

し
た
。
六
代
目
当
主
の
大
橋

お
お
は
し

一
馬

は
じ
め

さ
ん
に
よ
る

と
、
池
波
正
太
郎
さ
ん
は
改
築
す
る
以
前
の
二

階
に
あ
っ
た
大
広
間
の
川
が
見
え
る
席
を
決
ま

っ
て
指
定
し
て
い
た
そ
う
だ
。

現
在
の
五
階
建
て
の
ビ
ル
は
二
十
年
ほ
ど
前

に
改
築
さ
れ
た
。
二
階
か
ら
四
階
ま
で
の
客
席

は
す
べ
て
お
座
敷
で
、
大
川
を
眺
め
な
が
ら
池

波
好
み
の
鰻
が
味
わ
え
る
。
入
れ
込
み
に
な
っ

て
い
る
二
階
の
座
敷
は
、
座
る
と
川
面
と
目
の

高
さ
が
同
じ
案
配
に
な
り
、
気
分
は
流
れ
に
乗

っ
た
舟
の
上
だ
。
行
き
交
う
水
上
バ
ス
や
屋
形

船
を
見
て
い
る
と
、
大
川
を
自
由
自
在
に
猪ち

よ

牙き

舟ぶ
ね

で
行
き
来
す
る
小
説
の
登
場
人
物
が
自
然
と

思
い
起
こ
さ
れ
る
。

駒
形
橋
か
ら
上
流
へ
向
か
い
、
桜
橋
を
越
え

た
辺
り
の
西
岸
が
橋
場
で
、『
剣
客
商
売
』
の
料

亭
、「
不
二
楼
」
や
『
仕
掛
人
・
藤
枝
梅
安
』
の

お
も
ん
が
働
く
「
井
筒
」
な
ど
が
あ
っ
た
と
こ

ろ
に
な
り
、
当
時
の
一
等
地
だ
っ
た
。
こ
れ
ら

の
料
亭
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
前
川
」
か
ら
借
り
た

の
に
間
違
い
な
い
。

池
波
さ
ん
が
「
前
川
」
で
よ
く
食
べ
た
の
は

天
然
鰻
の
蒲
焼
き
だ
っ
た
。
天
然
も
の
は
土
や

泥
の
よ
う
な
独
特
の
香
り
と
、
養
殖
も
の
に
比

べ
、
余
分
な
脂
分
が
少
な
く
さ
っ
ぱ
り
し
た
味

わ
い
が
特
徴
だ
。
も
っ
と
も
、
天
然
鰻
の
国
内

漁
獲
量
は
四
十
年
前
と
比
べ
る
と
、
十
分
の
一

程
度
に
減
っ
て
お
り
、
近
年
生
産
量
に
占
め
る

割
合
は
0.1
％
ほ
ど
し
か
な
い
。

「
前
川
」
で
は
昭
和
四
十
七
（
一
九
七
二
）
年

ご
ろ
ま
で
天
然
も
の
だ
け
を
使
用
し
て
い
た
が
、

数
を
揃
え
る
の
が
難
し
く
な
り
養
殖
も
の
も
使

い
始
め
た
そ
う
だ
。
天
然
も
の
は
利
根
川
下
流

で
と
れ
る
鰻
で
、
味
わ
え
る
の
は
五
月
上
旬
か

ら
十
一
下
旬
ま
で
と
期
間
が
決
ま
っ
て
い
る
。

常
に
あ
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
予
約
が
必
要
で
、

値
段
も
養
殖
も
の
の
倍
近
く
に
な
る
。

養
殖
鰻
は
千
葉
県
銚
子
に
あ
る
慶
応
三
（
一

八
六
七
）
年
創
業
の
老
舗
、
忠
平
株
式
会
社
が

生
産
し
て
い
る
「
坂
東
太
郎
」
と
い
う
ブ
ラ
ン

ド
鰻
。
天
然
に
限
り
な
く
近
い
環
境
で
時
間
を

掛
け
て
育
て
る
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、
さ
ら
り

と
口
の
中
に
消
え
て
い
く
よ
う
な
脂
が
し
っ
か

り
乗
り
、
う
ま
味
も
あ
る
。
し
つ
こ
さ
は
全
く

な
い
。
天
然
も
の
を
食
べ
つ
け
て
い
る
人
で
な

け
れ
ば
十
分
満
足
す
る
は
ず
だ
。
天
然
も
の
は

個
体
に
よ
っ
て
品
質
の
ば
ら
つ
き
は
避
け
ら
れ

な
い
が
、
養
殖
も
の
は
常
に
安
定
し
て
い
る
と

い
う
利
点
が
あ
る
。

『
む
か
し
の
味
』（
新
潮
文
庫
）
に
は
、

〈
鰻
屋
で
は
、
念
の
入
っ
た
香
の
物
で
酒
を
の
み

な
が
ら
、
鰻
が
焼
き
あ
が
る
の
を
待
つ
の
が
、

も
っ
と
も
よ
い
〉

と
あ
る
。

「
前
川
」
の
よ
う
な
名
店
で
は
客
か
ら
注
文
を
受

け
て
鰻
を
焼
き
始
め
る
の
で
、
出
て
く
る
ま
で

に
小
一
時
間
ほ
ど
か
か
る
。
大
川
を
往
来
す
る

舟
を
眺
め
な
が
ら
猪ち

よ

口こ

を
傾
け
、
鰻
が
焼
き
上

が
る
の
を
ゆ
っ
た
り
と
待
つ
池
波
さ
ん
の
姿
が

浮
か
ん
で
く
る
よ
う
だ
。

大
川
を
望
む
「
前
川
」
の
光
景
は
池
波
さ
ん

に
と
っ
て
の
故
郷
で
あ
り
、
幼
時
の
食
卓
の
記

憶
で
も
あ
っ
た
。
江
戸
と
東
京
を
つ
な
ぐ
メ
モ

リ
ー
カ
ー
ド
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

来
年
の
春
に
は
開
業
す
る
予
定
の
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
が
目
の
前
に
立
ち
は
だ
か
り
、
実
に

大
き
く
高
い
。
完
成
後
は
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

詣も
う

で
の
客
で
店
は
さ
ら
に
賑
わ
い
を
見
せ
る
に

違
い
な
い
。
平
成
の
世
と
な
っ
て
大
川
の
水
辺

を
め
ぐ
る
景
観
は
、
な
お
も
変
貌
を
遂
げ
て
い

く
。
池
波
さ
ん
が
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
見

た
ら
、
な
ん
と
い
う
だ
ろ
う
。

重
金
敦
之

―池波正太郎の一冊―

『原っぱ』
新潮文庫・420円（税込）

多くの読者を魅了した時代小説の総集編
が、現代の東京に舞台を移した。著者自
身を思わせる劇作家の娘、孫を巡る家族
の営みを通して、現代の高齢化社会の断
面を鋭く切って見せた。池波正太郎が抱
く「わがふるさと」東京への愛と憎しみを
切 と々描いた渾身の「遺言」でもある。

3階からの眺めと座敷

2階座敷からの眺め季節の香の物

蒲焼
※天然鰻が味わえるのは、
5月上旬より11月下旬に
なります。

鰻 駒形 前川
東京都台東区駒形2-1-29
TEL／03-3841-6314
営業時間／11時30分～21時

（L.O.20時30分）
年中無休
http://www.unagi-maekawa.com/

●アクセス　都営浅草線浅草駅A2出口 徒歩約1分／銀座線浅草駅4番出口 徒歩約3分／東武線浅草駅 徒歩約5分
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公社事業のブランドネーム「TR」
公社が取り組む事業の総称で、

「T」を東京・タウンを始めとする街並みの象徴として、

「R」を道路の象徴として表現しています。

「人もクルマも、ホッとする街づくり。」のスローガンには、

公益的な事業に取り組む公社の

思いが込められています。

公 社 駐 車 場 が オ ー プ ン ！

布田三丁目駐車場

開場予定：平成23年7月1日
所 在 地 ／東京都調布市布田三丁目4-2先
収容台数／ 自動車　時間制23台

オートバイ　定期制15台
料　　金／ 自動車　時間制

30分100円（8時～22時）最大料金1,300円
60分100円（22時～8時）最大料金 300円
オートバイ　定期制
1カ月4,200円（税込）

●お問合せ先　事業部　営業推進課 企画開発係　03-5381-3388
※オープン日時、収容台数、駐車料金など変更する場合がありますので、最新
情報はホームページ（http://www.tmpc.or.jp/）でご確認ください。

「オートバイ駐車場に関するアンケート」結果報告

TR東京都道路整備保全公社では、オートバイ駐車場の設置費用の助成やオートバイ駐

車場の位置情報の配信など、社会問題となっているオートバイの違法駐車対策に積極的

に取り組んでいます。

平成22年度に今後のオートバイ駐車場におけるサービス向上や、オートバイ駐車場の拡大

に向け、アンケート調査を実施しました。その結果について、以下サイトで公開しています。

また、今回たくさんの方にご協力いただき、ありがとうございました。

公社では、今回の調査結果を基に、今後もオートバイ駐車場整備、サービス向上を推進

してまいります。
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TR東京都道路整備保全公社は、平成23年3月に東京都知事より公益財団法人

としての認定を受け、平成23年4月1日から、新たに「公益財団法人 東京都道路

整備保全公社」として事業運営を開始しました。

今後は、東京都の道路行政のパートナーとしての役割を積極的に果たしつつ、公

益財団法人として、次に掲げる公益目的事業の更なる充実を図ってまいります。

道路用地取得事業、無電柱化推進事業などを通じて道路ネットワークの早期完

成と防災機能の向上等に貢献するとともに、重要道路施設等の安全・安心な管

理及び道路空間の付加価値向上、都民の皆様とともに進める様々なみちづくり支

援を通じて「安全・快適な道路環境の創出」に取り組んでまいります。

また、指定管理者として管理運営する都営駐車場を活用し、違法路上駐車の削

減及び環境負荷軽減に資する先駆的施策を積極的に実践するとともに、これら

の施策を都内駐車場に広く普及するための事業者支援、「s-park」等の総合駐

車場情報の提供を通じて「総合駐車対策の推進」に取り組んでまいります。

今後もより一層、都民の皆様、社会に貢献して参りますので、どうかよろしくお願

いいたします。

東京都道路整備保全公社は、
平成23年4月1日から、「公益財団法人」となりました！

※公社の仕組みの詳細は、P19-20をご覧ください。
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頭の柔軟体操で
気分転換してみませんか？

パズル制作

角田美里（つのだみさと／パズル作家）
15歳でパズル作家デビュー。現在、新聞、雑誌の連載やテレ
ビ番組・映画に関する作品等、多数のパズルを制作する人
気パズル作家。また、パズル作成講座の講師やイベント等、
多岐にわたる多彩な活動をしている。単行本に『クロスワー
ドプレミアム』（日本文芸社）『なぞなぞ２年３年生』（西東社）
『四字熟語　最強のパズル』（KKベストセラーズ）『夢をか
なえるしあわせクロスワードパズル』（ゴマブックス）『１０才
までに覚えておきたい、ちょっと難しい１０００のことば ザ・
パズル』（アーバン出版局）など多数。
http://www.puzzle-crossword.info/

応募方法

★タテ・ヨコのカギを解いてパズルを完成させてください。
A～Fの文字を順番に並べてできた言葉が答えです。

クロスワードパズルの答えを、添付のプレゼント応募はがきの答え欄にご記入の上、ご希望のプレゼント商品
名をお書きになり、ご応募ください。正解者の中からご希望のプレゼントを抽選いたします。当選者の発表は
プレゼント商品の発送をもってかえさせていただきます。尚、パソコンや携帯からもご応募できます。詳しく
は、P22に掲載のプレゼント応募方法をご覧ください。

答えは、TR-mag.24号にて発表

締切／2011年7月20日（締切当日消印有効）
※ご応募はお一人様一通一口とさせていただきます。
※応募者の個人情報は、当選者への発送、お問い合わせに必要な範囲内で利用し、同意なく第三者への提供は行いません。

クロスワードパズル⑰の答え

答えは「ガイロジュ」でした。

1
2
3
4
6

9
11
14
15
16
17

1

3
5
6
7
8
10
12
13
16
18

梅雨時の雨が似合う花ですね
トンボの幼虫といえば？
大ピンチで、○○一髪！
降水確率や気温、花粉情報もチェックできます
日本の蔵などに使われている白い壁は○○○○
が多い
短気は○○気といいますよ
これより高いものはないといいます
単品より○○○のほうがお得！
八分目には医者いらずです
一般的には8月、旧○○は7月です
大葉のことを○○ともいう

いずれ○○○かカキツバタは優劣をつけがたい比喩
として使われる
機関車や船舶が鳴らす笛ですね
ことが終わったあとの○○報告
アイドルを○○○距離から激写
梅雨時は○○度が高くなります
○○をしっかり固めて応用へ
和食の料理人は○○さんと呼ばれることもあります
画用紙に絵を描く道具の1つです
○○○で続けると良い結果は生まれない
日焼けや紫外線予防にかぶります
自動車の車内の後部に荷物を積めるようにした箱型
の乗用車

タテのカギ

ヨコのカギ
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東京都道路整備保全公社で開催する様々なイベントで大人気のノベル
ティー『特注トミカs-park都営バス』のデザインが新しくなりました。ボ
ディカラーも青空をイメージした明るいブルーになり爽やかです。また、
公社が編集したライダーのための『都内オートバイ駐車場MAP’11』が
完成！掲載駐車場数もより充実しました。

次号は2011年8月1日発行予定です。

発行日／平成23年5月1日
発行元／公益財団法人東京都道路整備保全公社
住　所／〒163-0720 東京都新宿区西新宿2-7-1小田急第一生命ビル20階

TEL.03-5381-3361 FAX.03-5381-3355
公社ホームページ　http://www.tmpc.or.jp

企画制作・編集・デザイン／株式会社京王エージェンシー

Present for youマークのついたプレゼントをご希望の方は、専用応
募ハガキに、P21のクロスワードパズルの答えをご記入の上、ご応募

ください。また、下記のプレゼント応募アドレス、QRコードにアクセスし、
ご応募もできます。尚、プレゼント商品の色、柄、デザイン等は写真と異なる
場合がございますので、あらかじめご了承ください。
●応募締切／2011年7月20日（水）（専用応募ハガキによるご応募の場
合は、締切当日消印有効）

●お一人様一口のみ有効です。

※発表は発送をもってかえさせていただきます。
※応募者の個人情報は、当選者への発送、お問い合わせに必要
な範囲内で利用し、同意なく第三者への提供は行いません。

QRコード
携帯電話から簡単アクセス！

●パソコンからも携帯からも
http://www.tmpc.or.jp/present
プレゼント応募ページより
ご意見・ご感想もお寄せください。

※掲載データは2011年4月20日現在のものです。

池波正太郎さんの
現代小説『原っぱ』

今号の「さんぽのじかん」にご登場いただいた坂
本冬美さんは、今年デビュー25周年を迎えます。
デビュー25周年記念作品としてのリリース第１弾
となる「桜の如く」は、冬美ファン待望の演歌作
品です。日本人の心の花である“桜”のように力
強く生きていこうというメッセージを込めた現代
の応援歌で、元気とパワーをもらう人もきっと多
いはずです。

東京都道路整備保全公社
のオリジナルグッズ（qw

〈非売品〉のいずれか1点）
をプレゼント。詳細は応募
方法をご確認ください。

本紙の『池波正太郎の舌鼓』（P13-14）
では、食通作家・池波正太郎がこよな
く愛した味や作品に出てくる料理など
を文芸ジャーナリストの重金敦之さん
が紹介しています。池波作品を紹介す
る「池波正太郎の一冊」コーナーもあ
り、盛りだくさんな内容となっています。

前川のうなぎ佃煮 食通の小説家・池波正太郎
さんが通った老舗「鰻 駒形
前川」には、鰻好きにはた
まらない、“うなぎ佃煮”のお
土産があったそうです。醤油、
みりん等を使い、手作りで
丁寧に作り上げられた前川
のうなぎ佃煮は、添加物が
一切入っていないため賞味
期限も1週間と短く、また、
夏場の配送も行っていない
そうです。現在はお土産用
として販売していないとい
う、貴重な前川のうなぎ佃
煮を秋以降のお届けでプレ
ゼントします。

50名q

坂本冬美さんのニュー・シングル「桜の如く」発売を
記念したクオカード（500）を5名様にプレゼント。
詳細は応募方法をご確認ください。

『原っぱ』（新潮文庫刊）を3名
様にプレゼント。詳細は応募
方法をご確認ください。

「前川のうなぎ佃煮」（中袋）を5名様にプレゼント。
詳細は応募方法をご確認ください。

公社オリジナル
『特注トミカs-park都営バス』が
新デザインになりました！

坂本冬美さんの
ニュー・シングル
「桜の如く」
2011年5月17日に発売

50名w
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